


ナクファ―サヘル州の州都。真っ先に解放された町であり、解放以来、エチオピア政府

に奪還されることなく自由であり続け、ゆるぎなきエリトリアの象徴となった。



1977年4月6日　アファベットの解放　

Afabet



歓喜の声をあげてEPLFを迎える人々。涙が笑顔に道を譲った。長く続いた苦痛もすぐに

終わるという望みがあった。



エリトリア南部のデケムハレは、1977年7月6日に解放された。

Dekemhare



1977年7月8日のエリトリア第二の都市ケ

レン解放にともない、エリトリアの独立

戦争は新しい段階に入った。ケレンは山

に囲まれており防御しやすい。第二次世

界大戦の間、この地理的条件のせいで、

イギリス軍はケレンからイタリア軍を退

却させるのに90日を要した。EPLFはしか

し、ケレンを3日間で手に入れ、エリト

リア人たちが上手であることを示した。



ケレン―アスマラへの道路が遠景に見える。

Keren



解放された町で―地方でも同様に―　

EPLFは主な任務を人々に支持される機

関づくりにおいていた。そのため、一

般市民は自分たちのことを自分たちで

采配することが可能であった。労働者

組合、農業組合、女性・青年組合と同

様に町民たちの議会が設立された。



一方で戦争は継続していた。エチオピア軍は1977年8月3日にセゲネイティ（上）で敗退、

また1977年8月5日にはディグサ（下）で敗退した。



EPLF戦士たち―彼らを戦いへ突き進ませた

ものは、自由を愛する心だ。


